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はじめに 

生田緑地は、多摩丘陵の一角に位置し、川

崎市多摩区と宮前区にまたがり、その面積

は 179.7ha で周辺が市街地に囲われた孤立

緑地である。主に、クヌギ Quercus acutissima 

Carruth.、コナラ Q. serrata Murrayを中心と

した雑木林や谷戸部の湿地、湧水等の自然

環境で構成されており、ゲンジボタル

Luciola cruciata Motschulsky, 1854 やホトケ

ドジョウ Lefua echigonia Jordan et Richardson, 

1907などの湧水起源の環境で生活する生き

物も生息している。緑地の利用者も多く、年

間に約 80万人が来園しており、年間を通し

て一定の人流がある。 

一方、外来種であるムネアカハラビロカ

マキリ Hierodula chinensis Werner, 1929は、

福井県 (藤野ほか, 2010) で発見されたハラ

ビロカマキリ属の不明種が日本での初記録

である。その後も、埼玉県 (田留ほか, 2017)、

岐阜県 (市川, 2014)、静岡県 (酒井・北原, 

2019)、広島県 (谷ほか, 2021)、愛知県 (吉鶴, 

2012)、東京都 (会羽, 2015)、神奈川県 (川

島・渡辺, 2016) で記録され、Yamasaki et al. 

(2022)、Matsumoto (2022) によって中国原産

のムネアカハラビロカマキリ H. chinensis 

Werner, 1929 (Werner, 1929; Wang et al. 2020; 

Liu et al. 2020; 2021) と同種であることが報

告された。本報文でもこれにならい、学名は

H. chinensisとして扱う。 

本種の侵略性については各地から報告が

あり、侵入後同属種であるハラビロカマキ

リが激減することが記録されている (吉鶴, 

2014; 間野・宇野, 2015; 高橋・岸, 2016; 松

本ほか, 2016; 渡邊ほか, 2017)。本種の侵入

経路は、中国から輸入された竹箒に卵鞘が

付着していたことが確認されており、竹箒

を経由して日本に侵入、定着したと考えら

れている  (松本 , 2017; 櫻井ほか , 2018a, 

2018b; 和田, 2018, 苅部・加賀, 2019; 碓井, 

2020)。 

これまでムネアカハラビロカマキリにつ

いては、見つけ取り (吉鶴, 2014; 間野・宇

野 2014, 2015; 苅部・加賀, 2017) や轢死体

の収集 (苅部・加賀, 2017; 苅部・加賀, 2019; 

Matshmoto, 2022) による報告はされている

が、ルートセンサスで捕獲を継続的に実施

したものは髙中・服部 (2023) 以外見当たら

ない。 

生田緑地では 2015 年に本種の初記録が、

川島・渡辺 (2016) によって報告さている。

それ以降、髙中ほか (2022) によって、生田

緑地のハラビロカマキリ属の生息状況が調

査され、ムネアカハラビロカマキリとハラ

ビロカマキリの完全な置き換わりには至っ

ていないことが明らかになっている。また、

髙中・服部 (2023) では幼虫期での捕獲によ

りムネアカハラビロカマキリの個体数を減

少させる可能性が示唆された。 

本研究は、捕獲によるムネアカハラビロ

カマキリの個体数抑制の可能性について検

証するため、ムネアカハラビロカマキリと

ハラビロカマキリの生息状況を継続調査し、

個体数の変動を把握することを目的に実施

した。 

 

材料および方法 

調査では、ムネアカハラビロカマキリと

ハラビロカマキリの経年変化を調査するた

めに、髙中ほか (2022)、髙中・服部 (2023) 

と同様に生田緑地内に 3 つの調査ルート 

(図 1) を設定し、2022年 7月から 11月にか

けて週に 1 回、時速 1.2km 程度で各ルート

を歩き、上空 4m、左右 2mの調査幅を目安

にルートセンサスを行った。それぞれの主

な環境と調査距離は、ルート Aが枡形山の

山頂にある開けた環境の枡形山広場、開け

た水辺谷戸のホタルの里、湿地のあるハン

ノキ林などを含む約 2.4km、ルート B が芝

生の広がる開けた環境の中央広場、林に囲

まれた奥の池、ツツジ類が植栽され開けた

環境のつつじ山などを含む約 2km、ルート

C が開けた水辺環境の菖蒲園などを含む約 
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図 1. 生田緑地内の調査ルート位置と各個体の捕獲地点 

*白抜きの○と△は、ルートセンサスで捕獲した個体、黒塗りの●と▲は、ルートセンサス

外で捕獲した個体を、記号内の数字は個体数を示す。 

 

2kmである。 

両種の識別について、ムネアカハラビロ

カマキリは前胸腹面が淡赤褐色から橙色を

呈し、前脚基節上部に多数の小さな疣 (図

2) がみられるのに対し、ハラビロカマキリ

は前脚基節上部に淡い黄土色の疣が 3 つ程

度 (図 3) であるため、前脚基節上部の疣の

数で識別できる (Werner, 1929; 吉鶴, 2012, 
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図 2. ムネアカハラビロカマキリ Hierodula 

chinensis Werner, 1929 幼虫の前脚基節上部

の疣 

 

 
図 3. ハラビロカマキリ Hierodula petellifera 

(Serville, 1839) 幼虫の前脚基節上部の疣 

 

2014; 間野・宇野, 2014; Wang et al. 2020; Liu 

et al. 2020; 2021; 大島, 2021)。この前脚基節

上部の特徴については、ムネアカハラビロ

カマキリ、ハラビロカマキリの両種とも 3

齢幼虫以降から発現することが報告されて

いる (大島, 2021)。 

調査では、樹の幹、植物の葉の上下などの

自然物のほか、園路上や緑地内に設置して

ある柵、看板などの人工物も含め、目視でき

る範囲でムネアカハラビロカマキリとハラ

ビロカマキリを見つけ取りした。捕獲した

個体については、幼虫、成虫、性別を記録し

た。捕獲に至らなかった個体については、ハ

ラビロカマキリ SP として記録し、ルートセ

ンサス以外でも生田緑地内外で確認できた

個体についても捕獲し、記録した。ムネアカ

ハラビロカマキリでは幼虫、成虫、性別につ

いて χ2検定で統計処理を行った。また、個

体を確認した場所が自然物であったか人工

物であったか、捕獲した地面からの概ねの

高さについて記録した。捕獲した高さは、地

面を 0cmとし、10cm以上は 50cm間隔でま

とめた。 

捕獲できたハラビロカマキリ属の割合を

示すとともに、ルートセンサスでの 1 日あ

たり個体数を算出し、髙中ほか (2022)、髙

中・服部 (2023) の結果と比較し、ムネアカ

ハラビロカマキリについては Friedman検定

で統計処理を行った。今回捕獲した個体は

すべて標本化し、作製した標本は、当館昆虫

分野の登録番号であるKMM-INとともに付

番し、当館に収蔵されている。 

 

結果 

表 1 に示した通り、今回確認できたハラ

ビロカマキリ属は計 62個体であった。ムネ

アカハラビロカマキリは、ルート A で 9個

体、ルート Bで 5個体、ルート Cで 5個体、

ルートセンサス以外で 35 個体、計 54 個体

であった (図 1, 表 1)。ハラビロカマキリは

ルート A で 0個体、ルート Bで 1個体、ル

ート C で 0個体、ルートセンサス以外で 6  

 

表 1. 各調査ルートでの確認個体数 

 
*自然は自然物で、人工は人工物で個体を確認したことを示す。 

1mm

1mm

自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工 自然 人工

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 3 4 0 2 0 0 0 0 0 0 3 6 9

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ハラビロカマキリSP Hierodula sp. 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 0 2 1 2 0 0 0 0 0 0 1 4 5

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1

ハラビロカマキリSP Hierodula sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 3 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 5

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ハラビロカマキリSP Hierodula sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula chinensis 6 8 2 7 0 3 1 6 1 1 10 25 35

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 1 0 0 1 0 0 0 3 0 1 1 5 6

ハラビロカマキリSP Hierodula sp. 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ムネアカハラビロカマキリ Hierodula sp. 12 15 3 11 0 3 1 6 1 2 17 37 54

ハラビロカマキリ Hierodura. patellifera 1 0 0 1 1 0 0 3 0 1 2 5 7

ハラビロカマキリSP Hierodula sp. 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

計

ルートA

ルートB

種名 学名
7月 8月 9月

ルートC

ルートセンサス
以外

計

10月 11月 計
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図 4. ハラビロカマキリ属の個体を捕獲し

た際の地面からの高さ 

*捕獲がなかった高さは除外し、1000cm は

科学館屋上での捕獲数を示す。 

 

 
図 5. 捕獲したムネアカハラビロカマキリ

Hierodula chinensis Werner, 1929の幼虫およ

び成虫の雌雄数 

*P 値は χ2検定による。 

 

 
図 6. 捕獲したハラビロカマキリ Hierodula 

petellifera (Serville, 1839) の幼虫および成虫

の雌雄数 

 

個体、計 7個体、ハラビロカマキリ SP がル

ート Aで 1個体、ルート B で 0個体、ルー

ト C で 0 個体、計 1 個体であった (表 1)。

ルートセンサスで捕獲したハラビロカマキ

リ属の割合は、ムネアカハラビロカマキリ

が 20個体中 19個体で 95．0%、ハラビロカ

マキリが20個体中1個体で0.5%であった。 

 
図 7. ルートセンサスによるムネアカハラ

ビロカマキリ Hierodula chinensis Werner, 

1929の月ごとの 1日あたりの個体数推移 

*P 値は Friedman検定による。 

 

 
図 8. ルートセンサスによるハラビロカマ

キリ Hierodula petellifera (Serville, 1839) の

月ごとの 1日あたりの個体数推移 

 

また捕獲場所をみるとムネアカハラビロカ

マキリが自然物で 17 個体、人工物で 37 個

体、ハラビロカマキリが自然物で 2 個体、

人工物で 5 個体であった (表 1)。それぞれ

の捕獲位置は図 1に示す。 

個体を捕獲した地面からの概ねの高さは

図 4 に示した通り、ムネアカハラビロカマ

キリは 1000cm (科学館屋上) での捕獲が最

も多く、次いで 60～100cmの高さで捕獲が

多く、人の手が容易に届く 0~150cmの高さ

で捕獲個体の 57%となる 30 個体を捕獲で

きた。ハラビロカマキリは高さ 0cmでの捕

獲が最も多かった。 

ムネアカハラビロカマキリは 7月から 11

月まで確認された。幼虫は 7 月から 8 月ま

でに計 37個体を捕獲できた。成虫は 8月 17

日以降に確認され、9月以降はいずれも成虫

で、計 18個体を捕獲できた。ハラビロカマ

キリも 7月から 11月まで確認された。幼虫

は 7 月に計 1 個体を捕獲できた。成虫は 8

月以降に計 6個体を捕獲できた。 
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幼虫および成虫、雌雄の内訳は、ムネアカ

ハラビロカマキリでは、幼虫の雄が11個体、

雌が 26 個体、成虫の雄が 7 個体、雌が 10

個体であり、幼虫、成虫ともに雌が多く (図

5)、有意差がみられた (P < 0.01)。ハラビロ

カマキリでは、幼虫の雄が 0 個体、雌が 1

個体、成虫の雄が 0 個体、雌が 6 個体であ

り、すべて雌であった (図 6)。 

ルートセンサスの結果、ムネアカハラビ

ロカマキリの 1 日あたりの個体数は 7 月に

ピークを示し、8 月にかけて減少し、9 月、

10 月は 0個体となり、11月に 1個体のみ確

認できた (表 1, 図 7)。一方、ハラビロカマ

キリの 1 日あたりの個体数は 9 月に 1 個体

のみ確認できた (表 1, 図 8)。両種とも髙中

ほか (2022)、髙中・服部 (2023) との個体数

推移との相関はみられなかった (P > 0.05)。

捕獲個体の情報は、以下の通りである。 

 

蟷螂 (カマキリ) 目 Order Mantodae 

カマキリ科 Famiry Mantidae 

ムネアカハラビロカマキリ  Hierodula 

chinensis Werner, 1929 

1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230702, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000217;  

2♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁

目 , 20230705, 髙 中 健 一 郎 , KMM-IN-

15000218-15000220,; 1♂, (幼虫), 多摩区枡

形 7丁目, 20230705, 髙中健一郎, KMM-IN-

15000221; 1♂, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20230707, 髙中健一郎, KMM-IN-15000222; 

2♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20230708, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000223-15000224; 1

♂, (幼虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230709, 髙

中健一郎, KMM-IN-15000225; 1♀, (幼虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20230712, 田總玄騎 , 

KMM-IN-15000226; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230712, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000227, 15000229; 2♀, (幼虫), 多摩区枡

形 7丁目, 20230713, 髙中健一郎, KMM-IN-

15000230-15000231; 1♂, (幼虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230718, 鈴木和久 , KMM-IN-

15000232; 1♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡

形 7丁目, 20230719, 髙中健一郎, KMM-IN-

15000233-15000234; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230720, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000235-15000236;  

2♀, (幼虫), 多摩区枡形 6丁目, 20230721, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000237-15000238;  

2♂, (幼虫); 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁

目 , 20230721, 髙 中 健 一 郎 , KMM-IN-

15000239-15000241; 2♀, (幼虫), 多摩区枡形

6 丁目 , 20230730, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000242-15000243; 1♂, (幼虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230730, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000244; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20230803, 髙中健一郎, KMM-IN-15000245; 

2♀, (幼虫), 多摩区枡形 6 丁目, 20230808, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000246-15000247;  

3♀, (幼虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230809, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000248-15000250; 1

♀, (幼虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230812, 津

田由美子, KMM-IN-15000251; 1♂, (幼虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20230816, 髙中健一郎, 

KMM-IN-15000252; 1♀, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230817, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000253; 1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20230817, 齊藤由香, KMM-IN-15000254;  

3♀, (成虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230823, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000255-15000257; 1

♀, (幼虫), 多摩区枡形 6丁目, 20230827, 服

部隆博, KMM-IN-15000259; 1♀, (成虫), 多

摩区枡形 7 丁目 , 20230901, 髙中健一郎 , 

KMM-IN-15000261; 1♂, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230926, 鈴木和久 , KMM-IN-

15000263; 1♂, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20230929, 鈴木和久 , KMM-IN-15000264; 1

♂, (成虫), 多摩区枡形 7丁目, 20231003, 鈴

木和久, KMM-IN-15000265; 1♂, (成虫), 多

摩区枡形 7 丁目 , 20231006, 髙中健一郎 , 

KMM-IN-15000266; 1♂, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20231007, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000267; 1♂, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20231017, 杉浦孝弘 , KMM-IN-15000269; 1

♂, (成虫), 多摩区枡形 7丁目, 20231018, 髙

中健一郎, KMM-IN-15000270; 1♀, (成虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20231027, 髙中健一郎, 

KMM-IN-15000274; 1♀, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20231028, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000275; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20231109, 鈴木和久, KMM-IN-15000277; 1

♀, (成虫), 多摩区枡形 7丁目, 20231122, 髙

中健一郎, KMM-IN-15000278; 1♀, (成虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20231125, 髙中健一郎, 

KMM-IN-15000279 
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ハラビロカマキリ H. petellifera (Serville, 

1839) 

1♀, (幼虫), 多摩区枡形 7丁目, 20230712, 

髙中健一郎, KMM-IN-15000228; 1♀, (成虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20230824, 鈴木和久 , 

KMM-IN-15000258; 1♀, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20230921, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000262; 1♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 

20231010, 髙中健一郎, KMM-IN-15000268; 

1♀, (成虫), 多摩区枡形 7 丁目, 20231019, 

杉浦孝弘, KMM-IN-15000271; 1♀, (成虫), 

多摩区枡形 7 丁目, 20231019, 鈴木和久 , 

KMM-IN-15000272; 1♀, (成虫), 多摩区枡形

7 丁目 , 20231105, 髙中健一郎 , KMM-IN-

15000276 

 

考察 

ルートセンサスの結果について髙中・服

部 (2023) と本調査結果を比較すると、髙

中・服部 (2023) ではムネアカハラビロカマ

キリが 53個体、ハラビロカマキリが 6個体

であったのに対し、本調査では、ムネアカハ

ラビロカマキリが 19 個体、ハラビロカマキ

リが 1 個体であり、ムネアカハラビロカマ

キリは 36%まで、ハラビロカマキリは 17%

まで個体数が減少していた。また 1 日あた

りの個体数についても、ムネアカハラビロ

カマキリは髙中・服部 (2023) と比べ、7月

で 51%まで、8月は 25%まで減少し、9月と

10 月は 0%となり、11 月は 0.25%と微増で

あった (図 7)。また、捕獲されたムネアカハ

ラビロカマキリの性別をみると (図 5)、雄

に比べ雌の個体数が優位に多く (P > 0.05)、

成虫よりも幼虫の捕獲が多かった。 

これまでムネアカハラビロカマキリとハ

ラビロカマキリの置き換わりについては、

在来のハラビロカマキリが排除されている

可能性 (吉鶴, 2014) や、年を追うごとにム

ネアカハラビロカマキリの割合が高くなっ

ている (間野・宇野, 2015)、ムネアカハラビ

ロカマキリが最初の確認から十数年の間に

急激に増加し、ハラビロカマキリと入れ替

わった (渡邊ほか, 2017)、ムネアカハラビロ

カマキリの生息が確認された地域では、ハ

ラビロカマキリの生息を確認できなくなっ

た (吉鶴, 2014; 高橋・岸, 2016; 伊與田ほか, 

2022) など各地から報告されている。 

一方で、本調査結果では昨年度 (髙中・服

部, 2023) からの減少率と 9月、10月のから

1 日あたりの個体数が 0 個体であったこと

から、捕獲によってムネアカハラビロカマ

キリの個体数を抑制できる可能性が示唆さ

れた。これには雌個体、特に幼虫期での捕獲

量が関わっていると考えられ、7月、8月で

の捕獲が個体数抑制により効果的であると

推測される。一方、ハラビロカマキリの 1日

あたりの個体数は、例年個体数が少ないた

め比較が難しいが (図 8)、ルートセンサス

以外の個体を含めると、2021年は5個体 (髙

中ほか, 2022)、2022年は 10個体 (髙中・服

部, 2023)、2023 年が 7 個体であったことか

ら、少ない個体数ながらも存続しているこ

と考えられる。 

本調査で捕獲した個体数を髙中・服部 

(2023)と比べると、ムネアカハラビロカマキ

リは 36%まで減少していた。しかしながら、

ルートセンサスで捕獲したハラビロカマキ

リ属の割合をみると、本調査ではムネアカ

ハラビロカマキリが 95.0%、ハラビロカマ

キリが 5.0%であり、髙中ほか (2022) では

ムネアカハラビロカマキリが 88.5%、ハラ

ビロカマキリが 11.5%、髙中・服部 (2023) 

ではムネアカハラビロカマキリが 89.8%、

ハラビロカマキリが 10.2%であったことか

ら、依然としてムネアカハラビロカマキリ

が高い割合を占め、割合は微増しており、種

の置き換えがさらに進行した。 

ムネアカハラビロカマキリの捕獲場所を

みると (表 1)、自然物が 17個体、人工物が

37個体であった。捕獲した際の地面からの

高さでは、科学館の屋上での捕獲が多いが、

人の手が容易に届く高さである 0～150cm

での範囲でも多くの個体を捕獲できており、

全体の 57%を占めている (図 4)。髙中・服

部 (2023) は、ムネアカハラビロカマキリを

捕獲した地面からの高さについて、全体の 

48%の個体が小学生でも手の届く範囲であ

る地面から 0～100cm の高さで捕獲された

と報告している。 

すなわち、自然物では、自然環境に紛れた

状態での個体を見つける慣れが必要だが、

今回、人工物での捕獲が多かったことから、

一般人でも比較的見つけやすい高さと環境

で、かつ捕虫網を要しない条件下での捕獲

であっても、個体数抑制に繋がることが示

唆された。 
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以上のことから、捕獲によりムネアカハ

ラビロカマキリの個体数を抑制できる可能

性が示唆された。一方で、ルートセンサスで

はムネアカハラビロカマキリの割合がハラ

ビロカマキリ属の 95%を占めているため、

引き続き調査を実施し、個体数抑制の効果

をより明確にする必要があると考える。 
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